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この度は，統合開発環境 CubeSuite+をご使用いただきまして，誠にありがとうございます。 

この添付資料では，本製品をお使いいただく上での制限事項および注意事項等を記載しております。 

ご使用の前に，必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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第1章  対象デバイスについて 

RX600 シリーズ、および RX200 シリーズ CPU コアのシミュレーションに加え，タイマのシミュレーションを実現

したシミュレータです。 

シミュレータがサポートするデバイス一覧を以下に示します。 

 

愛称 デバイス名 

RX600 RX600 シリーズ 

RX200 RX200 シリーズ 
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第2章  ユーザーズ･マニュアルについて 

本製品に対応したユーザーズ･マニュアルは，次のようになります。本文書と合わせてお読みください。 

 

マニュアル名 資料番号 

CubeSuite+ Ver.1.03.00 RX デバッグ編 R20UT2175JJ0100 

CubeSuite+ Ver.1.03.00 メッセージ編 R20UT2147JJ0100 
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第3章  シミュレーション範囲 

本章では、RX600 シリーズ、および RX200 シリーズ CPU コアのシミュレーション範囲について説明します。 

 

(1) RX600 シリーズ、および RX200 シリーズのシミュレーションをサポートします。 

(2) シミュレータデバッガは、RX600 シリーズ、および RX200 シリーズマイコンの下記機能をサポートしています。 

 

 全実行命令 

 例外処理 

 レジスタ 

 全アドレス空間 

 周辺機能(タイマ、およびメモリプロテクションユニット) 

 

(3) シミュレータデバッガは、RX600シリーズ、およびRX200シリーズマイコンの下記機能をサポートしていません。 

 

項番 項目 備考 

1 低消費電力状態 WAIT命令を実行するとシミュレーション

を停止します。 

2 ノンマスカブル割り込み(NMI)  

3 下記命令実行途中の割り込み受け付け 

（ RMPA, SCMPU, SMOVF, SMOVB, SMOVU, SSTR, 

SUNTIL, SWHILE） 

命令実行完了で割り込みを受け付けます。

4 命令終了後に不定となるデータ、レジスタ値  

5 アキュムレータ(ACC)の下位16ビット シミュレータデバッガは0を返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



CubeSuite+ RX シミュレータ V2.02.00 リリースノート 

R20UT2258JJ0100  Rev.1.00  Page 5 of 9 
2012.10.1  

 
第4章  周辺シミュレーション 

本章では、RX600 シリーズ、および RX200 シリーズ CPU コアのシミュレーションに加え、サポートしている周辺

シミュレーションについて説明します。 

 
4.1 タイマ 
 
(1) サポート範囲 

RX600 シリーズ、および RX200 シリーズシミュレータデバッガでは 2チャネルの 16 ビットタイマにより構

成されるコンペアマッチタイマ（CMT）を 2ユニット（ユニット 0、ユニット 1）、合計 4チャネルをサポート

しています。 

 

(2) 制御レジスタ 

下記のレジスタをサポートしています。 

注 制御レジスタは、必ずレジスタサイズでアクセスしてください。 

 

ユニット 制御レジスタ サポート状況 

CMSTR0 ○ 

CMCR0、CMCR1 ○ 

CMCNT0、CMCNT1 ○ 

ユニット0 

CMCOR0、CMCOR1 ○ 

CMSTR1 ○ 

CMCR2、CMCR3 ○ 

CMCNT2、CMCNT3 ○ 

ユニット1 

CMCOR2、CMCOR3 ○ 

【注】○はサポート 
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4.2 割り込みコントローラ 
 
(1) サポート範囲 

RX600 シリーズ、および RX200 シリーズシミュレータデバッガでは、CMT に関連する割り込みコントロー

ラ(ICU)をサポートしています。また、CPU への割り込みだけをサポートし、DTC、および DMAC 起動はサポー

トしていません。 

 

(2) 制御レジスタ 

下記のレジスタをサポートしています。 

注 制御レジスタは、必ずレジスタサイズでアクセスしてください。 

 

制御レジスタ サポート状況 

IRn (n=028～029) ○ 

IER03 △ 

IPRm (m=04～07) ○ 

FIR ○ 

【注】○はサポート、△は CMT 関連の機能のみサポート 

 

 

 

 



CubeSuite+ RX シミュレータ V2.02.00 リリースノート 

R20UT2258JJ0100  Rev.1.00  Page 7 of 9 
2012.10.1  

 

4.3 メモリプロテクションユニット 
 
(1) サポート範囲 

RX610 グループ以外の RX600 シリーズシミュレータデバッガでは、メモリプロテクションユニット(MPU)
をサポートしています。 

 

(2) 制御レジスタ 
下記のレジスタをサポートしています。 

注 制御レジスタは、必ずレジスタサイズでアクセスしてください。 

 

制御レジスタ サポート状況 

RSPAGEn (n=0～7) ○ 

REPAGEn (n=0～7) ○ 

MPEN ○ 

MPBAC ○ 

MPECLR ○ 

MPESTS ○ 

MPDEA ○ 

MPSA ○ 

MPOPS ○ 

MPOPI ○ 

MHITI ○ 

MHITD ○ 

【注】○はサポート 
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第5章  変更点 

本章では、RX 用シミュレータの V.2.01.00 から V.2.02.00 の変更点について説明します。 

 

5.1 任意区間の実行時間を計測する機能を追加 
 

タイマ開始イベントからタイマ終了イベントまでの実行時間を計測する機能に対応しました。 

 

5.2 トレース情報の追加 
 

トレース・パネルに表示する情報に以下を追加しました。 

  (1)文字列操作・積和演算命令の先頭データアクセス 

   最終データアクセスと合わせて、命令操作の対象メモリ範囲を確認することができます。 

 

 (2)ベクタリードアクセス 

   例外発生箇所を確認することができます。 

 

5.3 プログラム実行再開時の実行サイクル数 
 

プログラム停止状態から PC 値を変更せずにプログラムの実行を再開した場合、サイクル数の計算に 

使用する命令キューの情報をクリアせずに、プログラムを再開するように変更しました。 

これにより、プログラムを再開した場合、再開直後 1 命令の実行サイクル数が、前版から異なる場合があります。 

なお、CPU リセット、および PC 値を変更してからのプログラム実行については、サイクル数の変更ありません。 
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第6章  注意事項 

本章では、RX600 シリーズ、および RX200 シリーズ CPU コアのシミュレーションの注意事項について説明します。 

 

6.1 リターン・アウト時の時間測定結果 
 

(1) Run-Break タイマ 

       総実行時間、実行サイクル数、および実行命令数は、リターン・アウトで実行する最後の 1命令のみ計測した結

果を表示します。 

 

(2) トレース 

     [トレース・タイム・タグを積算する]を[はい]にしてトレース機能を使用した場合、リターン・アウトで実行す

る最後の 1命令のみ積算されません。 

 

6.2 プロパティパネル表示の注意事項 
  

プロパティパネル上の[接続用設定]タブで表示する内蔵 ROM サイズは、メモリ・マッピングのメモリ種別で内蔵

ROM 領域と表示しているサイズを加算した値となっています。このため、プロジェクト作成時に選択した内蔵 ROM
サイズとは異なった値を表示します。 

 

6.3 任意区間のトレースに関する注意事項 
  

実行系イベントによりトレースを開始した場合、トレース開始イベント設定位置の 1 命令前から実行履歴を収集

します。また、実行系イベントによりトレースを終了した場合は、トレース終了イベント設定位置の 1 命令前まで

の実行履歴を収集します。 

 

6.4 任意区間の実行時間測定に関する注意事項 
  

実行系イベントにより計測を終了した場合は、タイマ終了イベント設定位置の 1 命令前までの実行時間を計測し

ます。 
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